
総合戦略２期（Ｒ2〜Ｒ6）評価シート（ＫＰＩ達成状況） ※⽬標値に対する令和３年度評価 基本目標１

【基本目標１】安定した雇用を創出する（農林水産業の振興、活力ある産地づくり、商工業の振興）
基準値 目標値
Ｒ1 R2 R3 R4 R5 R6

実績値 2人 5人 22人
進捗評価 Ｃ C
実績値 0人 2人 18人
進捗評価 Ｅ C
実績値 0法人 0法人 1法人
進捗評価 Ｅ E
実績値 2人 3人 4人
進捗評価 B A
実績値 12,947千円 14,809千円 24,000千円
進捗評価 Ｃ C
実績値 64% 64% 65%
進捗評価 B B
実績値 2,012千円 2,057千円 2,400千円
進捗評価 A A
実績値 0品 0品 18品
進捗評価 Ｅ E
実績値 0品 0品 8品
進捗評価 Ｅ E
実績値 21 21 23
進捗評価 B B
実績値 0社 0社 1社
進捗評価 Ｅ E
実績値 0人 0人 5人
進捗評価 Ｅ E

令和３年度はさがらムーブ事業の一環で産業
支援として講師を招きセミナーを実施。その参
加者の中から意欲ある方を対象に、個別相談
会を実施し商品化に向け支援を行っている。ま
た、茶湯里でも生産者組合と連携し新メニュー
開発を検討している。

総務課

産業振興課

産業振興課

評価理由・要因・改善策等

令和2年7月豪雨及び新型コロナウイルス感染
症等の影響が考えられる。今後も支援策の充
実及び農林業者との連携を図る。

令和2年7月豪雨及び新型コロナウイルス感染
症等の影響が考えられる。今後も支援策の充
実及び農林業者との連携を図る。

令和４年度から十島地区営農生産組を先
進的に法人化に向け支援を行う。

林業従事者の高齢化が進む中、担い手
確保が必要。継続して作業員日当の経費
支援を行う。（財源：森林環境譲与税）

新型コロナウイルス感染症拡大等の社会情勢
の影響により基準値を下回っている状態。茶湯
里と連携しPR等の活動を行う。

県内農産物の更なる利用を促進する（今
後、パンの原材料を県内産へ変更予定）

目標達成済みとなっているが、引き続き
地域と連携し対策を講じる必要がある。

新規商品開発事業者が現時点でいない
ため。さがらムーブの産業支援により新
規事業者登録を目指す。

数社の企業と相談は行ったが、マッチン
グまでに至ってない。今後も関係機関と
連携し立地企業誘致を目指す。

〃

産業振興課

教育委員会

産業振興課

総務課
産業振興課

担当課

産業振興課

産業振興課

産業振興課

産業振興課

目標項目
実績

3人新規就農者

〔進捗評価〕
 Ａ 計画通り又はそれ以上の成果・実績があった（目標値に達しているもの）
 Ｂ 計画を少し下回る成果・実績があった（目標値に達していないが、目標達成が可能）
 Ｃ 計画の半分程度の成果・実績となった（基準値より下回っているが、目標達成が必要）
 Ｄ 計画を大きく下回る成果・実績となった（基準値より下回っており、目標達成が困難）
 Ｅ ほとんど成果・実績がなかった（財源確保ができなかったなど、事業実施できなかった）

2品

うち販売につながった商品数 −

くまもと県南フードバレー推
進協議会会員数

21

備考

目標値：5年間累計

目標値：5年間

目標値：5年間

目標値：5年間

新規林業従事者 − 目標値：5年間
※村内新規林業従事者

農林水産業生産額（年間）
※茶湯里販売所売上額

22,186千円

学校給食への村内産物の利用
率

64%

立地企業 −

立地企業による雇用者数 −

商品開発数

鳥獣被害額（年間） 2,917千円 被害額減少＝被害件数減少

新規雇用創出数 3人 新規就農者＋新規林業従事者
⽬標値：R2〜5累計

集落営農組織の法人化 −
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総合戦略２期（Ｒ2〜Ｒ6）評価シート（ＫＰＩ達成状況） ※⽬標値に対する令和３年度評価 基本目標２

【基本目標２】新たな人の流れをつくる（移住・定住の促進、交流人口の拡大）
基準値 目標値
Ｒ1 R2 R3 R4 R5 R6

実績値 △90人 △99 △60人
進捗評価 Ｂ C
実績値 98人 105人 維持
進捗評価 Ｂ B
実績値 13件 16件 10件
進捗評価 A A
実績値 77.2% 77.9 76%
進捗評価 A A
実績値 0 0 5棟
進捗評価 Ｅ E
実績値 概略設計 詳細設計 工事 分譲開始 1箇所
進捗評価 Ｃ C
実績値 6件 10件 10件
進捗評価 A A
実績値 0人 0 維持
進捗評価 Ｅ E
実績値 維持 維持 維持
進捗評価 A A
実績値 12,947千円 14,809千円 24,000千円
進捗評価 Ｃ C
実績値 2,397,820 2,574,717 2,200,000
進捗評価 A A
実績値 1,051 1,075 1,300
進捗評価 Ｂ B

村ＨＰアクセス数 2,166,467

Facebook「いいね」数

新築住宅数（木造住宅建設補
助事業活用数）

− 目標値：5年間（累計） 総務課 目標達成

総務課 R4年度に１箇所（17戸）整備
 ※相良村大字柳瀬字立神

公営住宅整備（新規） − 総務課 R4年度に災害公営住宅（2戸）を整備

川辺川の水質 0.5㎎/ℓ以下 基準値：BOD

産業振興課
新型コロナウイルス感染症拡大により来客者が減り
販売価格も低迷している。茶湯里と連携し集客率向
上を目指す（PR、イベントの開催等）

1,035

総務課
令和３年度からウェルカムページを開設。
伸び率は減少しているため、効果的な発
信に努める

総務課
投稿頻度が少なくフォロワーや新規ファンへ発信が
届いていない。庁内情報発信チーム（KATAROIさが
ら）等において定期的な投稿を行っていく。

産業振興課
新型コロナウイルス感染症拡大及び事業者の
高齢化等により休業となっている。営業再開に
向けた支援を行っていく。

空き家バンク登録件数 − 総務課
登録申請：16件（解消：8件、情報不足：4件、Ｈ
Ｐ掲載：4件）。活用希望者の方が多いため、引
き続き所有者へ周知を行う。

水洗化率 75.2% 建設課 目標達成

住宅地確保（区画整備） −

総務課 目標達成（水質が最も良好な河川（国土
交通省）として16年連続選定）

地域物産等販売額（茶湯里） 22,186千円

人口減少抑制数 △91.8人 前年比
目標値：4,326人→4,026人

総務課
保健福祉課

R3年度末人口：4,137人

転入者数 573人
基準値：Ｈ27〜Ｒ1の5年間
⽬標値：Ｒ2〜Ｒ6の5年間
※年平均114.6人以上でA判定

保健福祉課 前年度比：＋７人である。移住定住促進
事業を推進する必要がある

農家⺠泊宿利⽤者数 30人

評価理由・要因・改善策等

〔進捗評価〕
 Ａ 計画通り又はそれ以上の成果・実績があった（目標値に達しているもの）
 Ｂ 計画を少し下回る成果・実績があった（目標値に達していないが、目標達成が可能）
 Ｃ 計画の半分程度の成果・実績となった（基準値より下回っているが、目標達成が必要）
 Ｄ 計画を大きく下回る成果・実績となった（基準値より下回っており、目標達成が困難）
 Ｅ ほとんど成果・実績がなかった（財源確保ができなかったなど、事業実施できなかった）

目標項目
実績

備考 担当課
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【基本目標２】新たな人の流れをつくる（移住・定住の促進、交流人口の拡大）
基準値 目標値
Ｒ1 R2 R3 R4 R5 R6

評価理由・要因・改善策等目標項目
実績

備考 担当課

実績値 74,860千円 117,778千円 54,000千円
進捗評価 A A
実績値 0千円 80千円 1,000,000千円
進捗評価 Ｅ C
実績値 1件 1件 維持
進捗評価 A A
実績値 0人 0人 維持
進捗評価 Ｅ E
実績値 101,228人 97,195人 142,000人
進捗評価 Ｂ C

52,898千円

観光客入込数 134,039人 ※茶湯里 産業振興課
新型コロナウイルス感染症拡大により来
場者が減少。Withコロナ体制を整え、国
等の支援を活用し来場者回復を目指す。

地域おこし協力隊数 1人 総務課
募集し３名の方から応募があり１名決定したが、決定後
に民間へ就労されたため雇用につながらなかった。今後
は受入れ体制を整え、募集を行っていく。

総務課
相良村の課題解決に向け若者の発想力
で提案してもらいお土産プロジェクト等を
遂行することができた

連携大学数 1件 基準値：KUMAJECT

企業版ふるさと納税 − 目標値：5年間 総務課 認定事業の内容を充実させるなど方向性
を明確にし発信力を強化する

総務課 掲載サイトを増やし、返礼品のラインナッ
プも充実させたため

ふるさと納税額（年額）
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総合戦略２期（Ｒ2〜Ｒ6）評価シート（ＫＰＩ達成状況） ※⽬標値に対する令和３年度評価 基本目標３

【基本目標３】若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる（子育て支援、教育の充実）
基準値 目標値
Ｒ1 R2 R3 R4 R5 R6

実績値 − − 維持
進捗評価 − −
実績値 1人/月 1人/月 4人/月
進捗評価 Ｄ D
実績値 23世帯 20世帯 維持
進捗評価 Ｂ B
実績値 64% 64% 65%
進捗評価 B B
実績値 1件 0件 5件
進捗評価 Ａ E
実績値 1件 0件 5件
進捗評価 Ａ E
実績値 1箇所 1箇所 1箇所
進捗評価 Ａ A
実績値 51人 56人 40人
進捗評価 Ａ A
実績値 350台 350台 全生徒数
進捗評価 Ａ A
実績値 7人 7人 維持
進捗評価 Ａ A
実績値 1人 1人 維持
進捗評価 Ａ A
実績値 2人 2人 維持
進捗評価 Ａ A

ＡＬＴ配置数 2人 教育委員会 目標値を維持

スクールソーシャルワーカー
の配置数

1人 教育委員会 目標値を維持

ICT機器の導入（タブレッ
ト）

350台 教育委員会 目標達成

特別支援教育支援員及び補助
教諭数

7人 教育委員会 目標値を維持

子育て世代包括支援センター
設置

− 保健福祉課 目標達成

保育所等副食費助成事業利用
者数

15人 保健福祉課 目標達成

不妊治療費助成事業利用者数
（特定不妊治療）

1件 目標：5年間 保健福祉課 申請なし。引き続き、事業の啓発に努め
る。

不妊治療費助成事業利用者数
（一般不妊治療）

1件 目標：5年間 保健福祉課 申請なし。引き続き、事業の啓発に努め
る。

第３子支援対象者数（入学祝
い金）

24世帯 保健福祉課 対象世帯の減少

学校給食への村内農産物の利
用率（再掲）

64.0% 教育委員会 県内農産物の更なる利用を促進する（今
後、パンの原材料を県内産へ変更予定）

合計特殊出生率 1.95 Ｈ25-29：1.95 保健福祉課 ※時期公表→R6予定（人口動態調査よ
り・県健康福祉政策課）

ちゃちゃクラブ利用者 3人/月 保健福祉課 就労への復帰の変化及び新型コロナウイルス
感染症拡大による参加への抵抗

評価理由・要因・改善策等

〔進捗評価〕
 Ａ 計画通り又はそれ以上の成果・実績があった（目標値に達しているもの）
 Ｂ 計画を少し下回る成果・実績があった（目標値に達していないが、目標達成が可能）
 Ｃ 計画の半分程度の成果・実績となった（基準値より下回っているが、目標達成が必要）
 Ｄ 計画を大きく下回る成果・実績となった（基準値より下回っており、目標達成が困難）
 Ｅ ほとんど成果・実績がなかった（財源確保ができなかったなど、事業実施できなかった）

目標項目
実績

備考 担当課

4



総合戦略２期（Ｒ2〜Ｒ6）評価シート（ＫＰＩ達成状況） ※⽬標値に対する令和３年度評価 基本目標４

【基本目標４】時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守る（健康づくりの推進、快適な生活環境の整備、安全なむらづくりの推進、地域コミュニティの活性化）
基準値 目標値
Ｒ1 R2 R3 R4 R5 R6

実績値 − − − − 70%
進捗評価 − − − −
実績値 2回(55人) 6回（48人） 23回（210人）
進捗評価 Ｄ D
実績値 62.6% 63.70% 65%
進捗評価 B B
実績値 45人 47人 維持
進捗評価 Ｂ B
実績値 23件 22件 24件
進捗評価 Ｂ B
実績値 44件 41件 200件
進捗評価 Ｄ D
実績値 17箇所 17箇所 維持
進捗評価 A A
実績値 70.6% 70.7% 72%
進捗評価 Ｂ B
実績値 74人 88人 100人
進捗評価 Ｂ B
実績値 309件 349件 300件
進捗評価 A A
実績値 300 292 維持
進捗評価 Ｂ B
実績値 17 17 18行政区
進捗評価 Ｂ B

消防団員数（機能別消防団含
む）

311人 総務課
基準値より徐々に下回ってきている。少子高齢
化等が要因と考えられるが、R4年度より報酬・
出動手当を改定し処遇改善を図っている。

自主防災組織数 17行政区 総務課 現状維持

乗合タクシー登録者数 61人 年度末登録累計 総務課
登録者は増えているが、利用者は限定さ
れており利便性の向上を求める声があ
る。令和４年度公共交通計画見直し

情報通信施設利用者数（光Ｂ
Ｂ加入者数・3月末）

273件 総務課
目標達成（ただし、設備の老朽化や災害
時の迅速な対応が困難な状態→公営か
ら民営へ移行を検討）

介護予防拠点施設整備数 17箇所 保健福祉課 目標達成

村道等改良率 70.1% 建設課 令和2年7月豪雨に伴う災害復旧工事増
のため

住宅改修件数（年間） 23件 保健福祉課 今後も対象者の把握に努める

高齢者外出支援数（年間） 130件 元気クラブ及び通所Ｃ参加者延
べ数

保健福祉課 新型コロナウイルス感染症の影響により
教室の実施ができなかったため

特定健康診査受診率 64.2% 保健福祉課 新型コロナウイルス感染症拡大の影響に
よるため

シルバー人材センター登録者
数

55人 保健福祉課 登録者の高齢化が進んでいるため前年
比微増

村⺠が住みやすいと思う割合 46% ※令和6年度アンケート実施 総務課 令和6年度評価及び検証

健康教室開催数（参加者数） 22回（136人） 保健福祉課 新型コロナウイルス感染症の影響により
教室の実施ができなかったため

評価理由・要因・改善策等

〔進捗評価〕
 Ａ 計画通り又はそれ以上の成果・実績があった（目標値に達しているもの）
 Ｂ 計画を少し下回る成果・実績があった（目標値に達していないが、目標達成が可能）
 Ｃ 計画の半分程度の成果・実績となった（基準値より下回っているが、目標達成が必要）
 Ｄ 計画を大きく下回る成果・実績となった（基準値より下回っており、目標達成が困難）
 Ｅ ほとんど成果・実績がなかった（財源確保ができなかったなど、事業実施できなかった）

目標項目
実績

備考 担当課
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【基本目標４】時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守る（健康づくりの推進、快適な生活環境の整備、安全なむらづくりの推進、地域コミュニティの活性化）
基準値 目標値
Ｒ1 R2 R3 R4 R5 R6

評価理由・要因・改善策等目標項目
実績

備考 担当課

実績値 161人 175人 維持
進捗評価 B B
実績値 31 34 維持
進捗評価 A A
実績値 0人（4人） 0人（4人） 10人
進捗評価 Ｅ E
実績値 8 10 18行政区
進捗評価 Ｃ B
実績値 28箇所 28箇所 維持
進捗評価 A A
実績値 0 0 1箇所
進捗評価 Ｅ E

地域コミュニティ拠点の整備 − 総務課
平原地区の村有地に計画
令和５年度避難地整備（嵩上げ）後に整
備予定

がんばる地域応援補助事業実
施数

10行政区 総務課 前年度と比べ活用行政区は増えている。広報
紙等で活用状況を周知していく

防災士認証登録者数 1人 目標値：5年間（累計） 総務課 消防団や地域住民への周知を図る。

地域集会所等整備数 28箇所 教育委員会 目標値を維持

命のバトン配付数 181人 保健福祉課 今後も対象者の把握に努める

緊急通報装置の設置世帯数 29世帯 保健福祉課 目標達成（今後も対象者の把握に努め必
要な世帯に設置）
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